２４－Ⅰ募集用
生物実験 調査票
※生物実験を行うすべての課題で提出が必要です。別途問い合わせする事があります。
提出日：　　年　　月　　日　
	　課題番号
	

	　課題代表者（所属）
	　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　

	　地区内(所内)対応者（所属）
	　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　



１. 量研機構で毒物、劇物、有機溶剤、特定化学物質等の薬品の使用予定はありますか？該当項目に記入してください。
・使用予定：□ なし　　  □ あり（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・使用場所：□ 重粒子線棟　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　   　　　　）
・入手方法：□ 購入　　  □ 他施設から持ち込み（　　　　　　　　　　　　　　　　）

２.  実施する実験について、該当項目にチェックをしてください。(１)～(４) のいずれかを選択した場合は以下の該当項目にも記入してください。また(５)を選択した場合は具体的な実験内容を簡潔に記入してください。
　    □(１) 動物実験
　    □(２) 遺伝子組換え実験
　    □(３) 研究用病原体実験
　    □(４) 培養細胞を用いた実験 
　    □(５) その他の実験（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(１) 動物実験について
（Ａ）使用予定実験動物（II期に使用する予定の動物について記入して下さい）
	
	動物種 注１
	系　 統 注１
	匹　数
	入 手 先 注１
	[bookmark: _Hlk73711942]量研機構に搬入する直前の飼育場所 注１
	量研機構搬入時の微生物レベル    （該当に○）
	遺伝子組換え      実験の有無         （該当に○）

	Ⅰ期予定
	
	
	
	
	
	SPF ・CV
	有　・　無

	
	
	
	
	
	
	SPF ・CV
	有　・　無

	Ⅱ期予定
	
	
	
	
	
	SPF ・CV
	有　・　無

	
	
	
	
	
	
	SPF ・CV
	有　・　無


                                                             注１ 動物種、系統、入手先及び飼育場所については事前に実験動物管理者の許可を受けたものに限ります。
（Ｂ）照射場所（該当するものに印をつけて下さい）
　　□　重粒子線棟　　　　      　　　照射室
　　□　その他 注２　　 　　　　　　　　　　　　　　　　                               　　　　　　　　　　
[bookmark: _Hlk73717854]                                                             注２ 量研機構外の方は原則、使用できません。地区内対応者と十分協議し、別途申請して下さい。
（Ｃ）１実験当たりの使用匹数及び飼育期間 注３
①１実験当たりの使用匹数及び実験希望回数：　　　　　 匹／回　×　　　　　 回
② 飼育希望時期及び期間（「日間」、「週間」又は「カ月間」のいずれかに○印をつけて下さい）
	1)         年    月 ～
	(照射前：約　　　日間・週間・ヶ月間、
	照射後：約　　　日間・週間・ヶ月間)

	2)         年    月 ～
	(照射前：約　　　日間・週間・ヶ月間、
	照射後：約　　　日間・週間・ヶ月間)

	3)         年    月 ～
	(照射前：約　　　日間・週間・ヶ月間、
	照射後：約　　　日間・週間・ヶ月間)

	4)         年    月 ～
	(照射前：約　　　日間・週間・ヶ月間、
	照射後：約　　　日間・週間・ヶ月間)

	                                                             注３　 飼育期間は原則、照射前後で計１ヶ月間を限度とします。


（Ｄ）照射前後の希望飼育場所（該当するものに印をつけて下さい）
	
	□　重粒子線棟　動物飼育室

	   □　量研機構内
	□　重粒子線棟　1階生物実験室　動物飼育装置

	
	□　実験動物研究棟注４

	
	□　その他 注４  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

	 　□　量研機構外
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


注４ 量研機構外の方は原則、使用できません。地区内(所内)対応者と十分協議し、別途申請して下さい。
次頁あり

（Ｅ）１階生物実験室の使用希望（動物への実験処置・採材等で使用する場合）
① 使用の有無：□　有　　□　無
　　　  (照射約　　　日前、照射約　　　日後)

（２) 遺伝子組換え実験について
（Ａ）使用する拡散防止施設の場所（該当するものに印をつけて下さい）
□重粒子線棟1階生物実験室
　　 □重粒子線棟生物照射室
□その他　　　　　　　　　　　　　　　

（Ｂ）使用の範囲（該当するものに印をつけて下さい）
□細菌・真菌の使用
　　　 □認定宿主ベクター系　　□非認定宿主ベクター等
□ウイルス・欠損ウイルスの使用
□動物の使用
□作出　　□使用・飼育　　□接種

（Ｃ）拡散防止措置（該当するものに印をつけて下さい）
□Ｐ１　　　□認定系
[bookmark: _Hlk154865000]　　 □Ｐ１Ａ　　□特定認定系
　　 □Ｐ１Ｐ
□Ｐ２　　　
　　 □Ｐ２Ａ　　　

(３) 研究用病原体の取扱い実験について
（Ａ）取扱う場所（該当するものに印をつけて下さい）
□重粒子線棟1階生物実験室
　　 □重粒子線棟生物照射室
□その他　　　　　　　　　　　　　　　

（Ｂ）バイオセーフティレベル（該当するものに印をつけて下さい）
□ＢＳＬ１　　　□ＡＢＳＬ１
　　 □ＢＳＬ２　　　□ＡＢＳＬ２

(４) 培養細胞を用いた実験
（Ａ）取扱う場所（該当するものに印をつけて下さい）
□重粒子線棟1階生物実験室
　　□重粒子線棟生物照射室
□その他　　　　　　　　　　　　　　　

（Ｂ）培養細胞にウイルス等の微生物の混入情報
　　□あり（混入微生物：　　　　　　、バイオセーフティレベル：　　　　）
[bookmark: _GoBack]　　　　　（微生物の混入細胞の具体的な取扱い方法：　　　　　　　　　　　　）
　　□なし

＊：・量研機構内における動物実験、遺伝子組換え実験、研究用病原体の取り扱い実験の手続きや施設に関する詳細については、生物研究推進室に問い合わせ下さい。
	連絡先：
	生物研究推進室　小久保　年章

	
	TEL:043-206-3054 FAX:043-251-6404

	
	E-mail：kokubo.toshiaki@qst.go.jp


[bookmark: _Hlk73714984]　　・マシンタイムキャンセルによりマシンタイムの追加要望をされる際には、該当の課題で必要となる手続きの実施に加え、実験室や飼育室等が使用可能である事を必ず確認してください。
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